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(57)【要約】
【課題】消費電流を減少させることができるディスプレ
イ装置、表示パネル用駆動装置及び制御方法を提供する
。
【解決手段】メーン表示パネル１００と、メーン表示パ
ネル１００に提供する駆動電圧を生成する駆動電圧生成
部３２０、及び駆動電圧を出力する第１駆動電圧端子を
含み、メーン表示パネルを駆動するメーン駆動部３００
と、サブ表示パネル２００と、メーン駆動部３００から
原始電圧の入力を受ける原始電圧端子４１０、複数の第
１駆動電圧端子３４０と接続されている第２駆動電圧端
子４３０、及び原始電圧端子３３０から供給される原始
電圧を断続するスイッチング部４４０を含み、サブ表示
パネル２００を駆動するサブ駆動部４００と、メーン表
示パネル１００に映像が表示されない待機モード時、原
始電圧端子３３０からの原始電圧がサブ駆動部４００内
に供給されないように前記スイッチング部を制御する制
御部６００とを含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メーン表示パネルと、
　原始電圧を供給する原始電圧供給部から前記メーン表示パネルに提供される複数の駆動
電圧を生成する駆動電圧生成部、及び前記駆動電圧を出力する複数の第１駆動電圧端子を
含み、前記メーン表示パネルを駆動するメーン駆動部と、
　サブ表示パネルと、
　前記メーン駆動部を介して前記原始電圧の入力を受ける原始電圧端子、前記複数の第１
駆動電圧端子のうちの少なくとも一つと接続されている第２駆動電圧端子、前記原始電圧
端子から供給された前記原始電圧を断続するスイッチング部を含み、前記サブ表示パネル
を駆動するサブ駆動部と、
　前記メーン表示パネルに映像が表示されない待機モード時、前記原始電圧端子から供給
された原始電圧を遮断するように前記スイッチング部を制御する制御部とを含むことを特
徴とするディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記待機モード時、前記第２駆動電圧端子に接続されている前記第１駆動電圧端子のう
ちの少なくとも一つは接地端子と接続されることを特徴とする請求項１に記載のディスプ
レイ装置。
【請求項３】
　前記複数の第１駆動電圧端子は、ゲートオン電圧端子、ゲートオフ電圧端子、階調電圧
を形成するための階調電圧端子、及び前記階調電圧のバイアス電圧端子のうちの少なくと
もいずれか一つを含むことを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記待機モード時、前記ゲートオン電圧端子または前記バイアス電圧端子は接地端子と
接続されることを特徴とする請求項３に記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記サブ駆動部は、前記原始電圧端子と前記第２駆動電圧端子との間に備えられ、スイ
ッチング素子を含む電源増幅部をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のディスプ
レイ装置。
【請求項６】
　前記第２駆動電圧端子が複数備えられている場合、前記電圧増幅部は複数備えられ、
　前記複数の電圧増幅部は直列に接続されていることを特徴とする請求項５に記載のディ
スプレイ装置。
【請求項７】
　前記原始電圧端子は、原始電圧が入力される原始電圧入力端子、入力された原始電圧を
前記第２駆動電圧端子に出力する原始電圧出力端子、及び前記原始電源入力端子と前記原
始電圧出力端子との間に備えられ、原始電圧をレギュレートするレギュレータを含むこと
を特徴とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記スイッチング部は、前記原始電圧入力端子と前記原始電圧出力端子との間に備えら
れている第１スイッチを含み、
　前記制御部は、前記待機モード時に前記第１スイッチをターンオフさせることを特徴と
する請求項７に記載のディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記メーン表示パネルに映像が表示される正常モード時に前記第１スイ
ッチをターンオンさせることを特徴とする請求項８に記載のディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記スイッチング部は、前記レギュレータと前記原始電圧出力端子との間に備えられて
いる第２スイッチをさらに含むことを特徴とする請求項８に記載のディスプレイ装置。
【請求項１１】
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　前記スイッチング部は、前記第１スイッチ及び第２スイッチとして、ＭＯＳ型トランジ
スターを含むことを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１２】
　外部から原始電圧の入力を受ける原始電圧端子と、
　表示パネルを駆動させる駆動電圧を出力する駆動電圧端子と、
　スイッチング素子を含み、前記原始電圧端子から出力される原始電圧を増幅して駆動電
圧を生成し、生成された駆動電圧を前記駆動電圧端子に出力する電源増幅部と、
　外部の駆動電圧が前記駆動電圧端子に入力される外部電圧モードで、前記表示パネルに
映像が表示されない待機モードの場合、前記原始電圧端子から前記電圧増幅部に供給され
る原始電圧を遮断するスイッチング部とを含むことを特徴とする表示パネル用駆動装置。
【請求項１３】
　前記待機モード時、前記駆動電圧端子は接地端子と接続されることを特徴とする請求項
１２に記載の表示パネル用駆動装置。
【請求項１４】
　前記原始電圧端子は、原始電圧の入力される原始電圧入力端子、入力された原始電圧を
前記電圧増幅端子に出力する原始電圧出力端子、及び前記原始電圧入力端子と前記原始電
圧出力端子との間に備えられ、原始電圧をレギュレートするレギュレータを含むことを特
徴とする請求項１２に記載の表示パネル用駆動装置。
【請求項１５】
　前記スイッチング部は、前記原始電圧入力端子と前記原始電圧出力端子との間に備えら
れている第１スイッチ、及び前記レギュレータと前記原始電圧出力端子との間に備えられ
ている第２スイッチを含み、
　前記待機モード時、前記第１スイッチ及び前記第２スイッチはターンオフされることを
特徴とする請求項１４に記載の表示パネル用駆動装置。
【請求項１６】
　前記表示パネルに映像が表示される正常モード時、前記第１スイッチはターンオンされ
、前記第２スイッチはターンオフされることを特徴とする請求項１５に記載の表示パネル
用駆動装置。
【請求項１７】
　メーン表示パネルを駆動するメーン駆動部と、原始電圧の入力を受ける原始電圧端子と
複数の駆動電圧を出力する駆動電圧端子を有し、サブ表示パネルを駆動するサブ駆動部と
を含むディスプレイ装置の制御方法において、
　前記メーン駆動部から生成される所定の駆動電圧が前記サブ駆動部に提供される外部電
圧モードを選択する段階と、
　前記メーン駆動部に映像が表示されない待機モードが設定される場合、前記原始電圧端
子から前記駆動電圧端子に供給される原始電圧を遮断する段階とを含むことを特徴とする
ディスプレイ装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記待機モードが設定される場合、前記駆動電圧端子は接地端子と接続されることを特
徴とする請求項１７に記載のディスプレイ装置の制御方法。
【請求項１９】
　前記外部電圧モード時、前記原始電圧端子は前記メーン駆動部から原始電圧の供給を受
けることを特徴とする請求項１７に記載のディスプレイ装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ装置、表示パネル用駆動装置及び制御方法に関し、より詳しく
は複数の表示パネルを含むディスプレイ装置、表示パネル用駆動装置及び制御方法に関す
る。
【背景技術】
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【０００２】
　最近、ディスプレイ装置として、液晶表示装置（ＬＣＤ；Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａ
ｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や有機電界発光素子表示装置（たとえば（ＯＬＥＤ；ｏｒｇａｎｉ
ｃ　ｌｉｇｈｔｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）を用いた表示装置）が広く使用されてお
り、このような表示装置は複数の画素を含む表示パネルを含む。
【０００３】
　フォルダ方式の携帯用端末機または複数の表示パネルを含む広告用ディスプレイ装置は
、複数の表示パネルを駆動させるために、複数のパネル駆動部と駆動電圧の安定化のため
の安定化回路を含む。各パネル駆動部は、独立的に該当表示パネルを駆動するための駆動
電圧を生成する。ここでフォルダ方式の携帯用電話機とは、たとえば、折りたたみ式の携
帯用電話機などである。
【０００４】
　最近、消費電力を減少させるために、複数のパネル駆動部のうちのいずれか一つで生成
された駆動電圧を共有するパワー共有モードが用いられており、携帯用端子末機の場合、
消費電力の減少は重要な課題になっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の目的は、消費電流を減少させることができるディスプレイ装置、
表示パネル用駆動装置及びディスプレイ装置の制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するための本発明は、メーン表示パネルと、原始電圧を供給する原始電
圧供給部から前記メーン表示パネルに提供される複数の駆動電圧を生成する駆動電圧生成
部、及び前記駆動電圧を出力する複数の第１駆動電圧端子を含み、前記メーン表示パネル
を駆動するメーン駆動部と、サブ表示パネルと、前記メーン駆動部を介して前記原始電圧
の入力を受ける原始電圧端子、前記複数の第１駆動電圧端子のうちの少なくとも一つと接
続されている第２駆動電圧端子、前記原始電圧端子から供給された前記原始電圧を断続す
るスイッチング部を含み、前記サブ表示パネルを駆動するサブ駆動部と、前記メーン表示
パネルに映像が表示されない待機モード時、前記原始電圧端子から供給された原始電圧を
遮断するように前記スイッチング部を制御する制御部とを含むことを特徴とするディスプ
レイ装置である。
【０００７】
　本発明においては、前記待機モード時、前記第２駆動電源端子に接続されている前記第
１駆動電源端子のうちの少なくとも一つは接地端子と接続され得る。
【０００８】
　本発明においては、前記第１駆動電圧端子は、ゲートオン電圧端子、ゲートオフ電圧端
子、階調電圧を形成するための原始階調電圧端子、及び前記原始階調電圧のバイアス電圧
端子のうちの少なくともいずれか一つを含むことができる。
【０００９】
　本発明においては、駆動電源のうちの前記待機モード時、前記ゲートオン電圧端子また
は前記バイアス電圧端子は接地端子と接続され得る
　本発明においては、前記サブ駆動部は、前記原始電圧端子と前記第２駆動電圧端子との
間に備えられ、スイッチング機能を有するとともに電圧増幅を行う電源増幅部をさらに含
むことができる。
【００１０】
　本発明においては、前記第２駆動電源端子が複数備えられる場合、前記電源増幅部は複
数で備えられ、前記複数の電源増幅部は直列に接続され得る。
【００１１】
　本発明においては、前記原始電圧端子は、原始電圧の入力される原始電圧入力端子、入
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力された原始電圧を前記第２駆動電源端子に出力する原始電圧出力端子、及び前記原始電
圧入力端子と前記原始電圧出力端子との間に備えられ、原始電圧をレギュレートするレギ
ュレータを含むことができる。
【００１２】
　本発明においては、前記スイッチング部は、前記原始電圧入力端子と前記原始電圧出力
端子との間に備えられている第１スイッチを含み、寄生ダイオードが生成されないように
、前記制御部は前記待機モード時に前記第１スイッチをターンオフさせることが好ましい
。
【００１３】
　本発明においては、前記制御部は、前記メーン表示パネルに映像が表示される正常モー
ド時、前記第１スイッチをターンオンさせてメーン駆動部から原始電圧の入力を受けるこ
とが好ましい。
【００１４】
　本発明においては、前記サブ駆動部が電源を共有しない内部電源モードにおいても用い
ることができるように、前記スイッチング部は前記レギュレータと前記原始電圧出力端子
との間に備えられている第２スイッチをさらに含むことが好ましい。
【００１５】
　本発明においては、前記スイッチング部は、前記第１スイッチ及び第２スイッチとして
、ＭＯＳ型トランジスターを含むことができ、その他に電圧を断続できるどんな形態のス
イッチを含むことができる。
【００１６】
　また、上記目的と達成するための本発明は、外部から原始電圧の入力を受ける原始電圧
端子と、表示パネルを駆動させることができる駆動電圧を出力する駆動電圧端子と、前記
原始電圧端子から出力される原始電圧を増幅して駆動電圧を生成し、生成された駆動電圧
を前記駆動電圧端子に出力すると共に、この電圧を遮断するスイッチング機能を有する電
圧増幅部と、外部の駆動電圧が前記駆動電圧端子に入力される外部電圧モードで、前記表
示パネルに映像が表示されない待機モードの場合、前記原始電圧端子から前記電圧増幅部
に供給される原始電圧を遮断するスイッチング部とを含むことを特徴とする表示パネル用
駆動装置である。
【００１７】
　さらに、上記目的と達成するための本発明は、メーン表示パネルを駆動するメーン駆動
部と、原始電圧の入力を受ける原始電圧端子と複数の駆動電圧を出力する駆動電圧端子を
有し、サブ表示パネルを駆動するサブ駆動部とを含むディスプレイ装置の制御方法におい
て、前記メーン駆動部から生成される所定の駆動電圧が前記サブ駆動部に提供される外部
電圧モードを選択する段階と、前記メーン駆動部に映像が表示されない待機モードが設定
される場合、前記原始電圧端子から前記駆動電圧端子に供給される原始電圧を遮断する段
階とを含むことを特徴とするディスプレイ装置の制御方法である。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、映像が表示されない状態となったとき、原始電圧端子から第２駆動電
圧端子に原始電圧が供給されないようにしたので、サブ駆動部内における不要な電力の消
費を抑えて、全体としての消費電力を減少させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照しながら本発明について説明する。
【００２０】
　種々の実施形態において、同一の構成要素に対して同一の参照番号を付けており、同一
の構成要素については第１実施形態で代表的に説明し、他の実施形態では省略され得る。
【００２１】
　図１は本発明の一実施形態によるディスプレイ装置の概路図である。
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【００２２】
　図示するように、本実施形態によるディスプレイ装置は、映像の表示されるメーン表示
パネル１００と、同じまたは別な映像の表示されるサブ表示パネル２００を含むデュアル
パネル構造を有する。
【００２３】
　このようなデュアルパネルは、たとえば、２画面を持つ携帯電話機、複数の表示パネル
を有する広告用ディスプレイ装置などに用いることができる。
【００２４】
　このディスプレイ装置は、メーン表示パネル１００を駆動するメーン駆動部３００と、
サブ表示パネル２００を駆動するサブ駆動部４００とを含み、各表示パネル１００、２０
０は相異なる駆動部３００、４００によって駆動される。
【００２５】
　メーン表示パネル１００とサブ表示パネル２００は、液晶層を含む液晶パネルまたは有
機発光層を含む有機電界発光素子（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄ
ｉｏｄｅ）からなることができ、映像が表示される表示領域１１０、２１０を含む。
【００２６】
　表示領域１１０、２１０は、図示していない行列状の複数の画素を含む。一つの画素は
、通常、赤色、緑色及び青色の副画素を含み、各副画素は薄膜トランジスターからなるス
イッチング素子を含む。
【００２７】
　また、表示領域１１０、２１０には、薄膜トランジスターにゲートオン／オフ信号を印
加するためのゲート線と、映像信号に対応するデータ信号を印加するためのデータ線とが
形成されており、駆動部３００、４００から出力される各種制御信号によって映像が表示
される。
【００２８】
　メーン駆動部３００とサブ駆動部４００は、チップの形態で各表示パネル１００、２０
０に実装されているチップオングラス（ＣＯＧ；ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｇｌａｓｓ）方式で備
えられている。
【００２９】
　携帯電話機に用いられるディスプレイ装置の場合、携携帯電話機が次第に薄くて小さく
デザインされる傾向により、駆動信号を生成する全ての回路部は一つのチップに集積され
るワンチップ（ｏｎｅ　ｃｈｉｐ）が一般的である。
【００３０】
　このようなメーン駆動部３００とサブ駆動部４００は、チップの形態で製作されて表示
パネル１００、２００に実装されるほかに、表示領域１１０、２１０に形成される薄膜ト
ランジスターと同一の工程によって形成するようにしてもよい。つまり、たとえば駆動部
３００、４００を複数の薄膜トランジスターからなるシフトレジスタとして表示領域１１
０、２１０と同じ基板上に形成するようにしてもよいのである。
【００３１】
　メーン駆動部３００とサブ駆動部４００は、表示パネル１００、２００に映像が表示さ
れるために必要な各種駆動電圧を生成する駆動電圧生成部と、外部から映像信号の入力を
受けて処理し、駆動電圧生成部を制御して各種制御信号を出力するタイミングコントロー
ラとを含む。駆動電圧生成部で生成される駆動電圧は、ゲート線に印加されるゲートオン
電圧、ゲートオフ電圧、複数の階調を表現するための原始階調電圧、原始階調電圧を生成
するための原始階調電圧のバイアス電圧、及び共通電圧などを含む。
【００３２】
　また、ディスプレイ装置は、駆動部３００、４００で生成される駆動電圧の安定化のた
めに、複数のキャパシタが備えられている安定化回路基板を含む。
【００３３】
　サブ駆動部４００は、メーン駆動部３００と別個で原始電圧の入力を受けて駆動電圧を
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生成し、サブ表示パネル２００を駆動する内部電源モード方式で駆動されることが一般的
である。一方、本実施形態によるサブ駆動部４００は、電力の消耗を減少させるために、
メーン駆動部３００から原始電圧及び一部の駆動電圧の供給を受けてサブ表示パネル４０
０を駆動させる外部電源モード方式が利用される。外部電源モード方式をとる場合、安定
化回路も共有できる長所がある。
【００３４】
　このような電源回路は、両駆動部３００、４００を接続する軟性フィルム５００によっ
てメーン駆動部３００からサブ駆動部４００に伝達される。軟性フィルム５００は、伝導
性金属パターンが形成されているフレキシブルなプラスチック素材からなることができる
。
【００３５】
　すなわち、外部電源モードの場合、第１原始電源段３３０と第１駆動電源段３４０は、
軟性フィルム５００によって物理的に第２原始電圧端子４１０及び第２駆動電圧生成部４
２０と連結します。一方、内部電源モードの場合は、たとえば軟性フィルム５００が離れ
て、第２原始電圧端子４１０はサブパネルの内部の異なるルート、たとえば、外部の電源
アダプターがサブパネル駆動のために接続されたり、バッテリから直接サブパネル駆動の
ための電源が接続されたりする。なお、外部電源モードと内部電源モードの切り替えは軟
性フィルム５００の接触、非接触によるほか、別途、この切り替えのためのスイッチなど
を設けてもよい。
【００３６】
　本実施形態によるディスプレイ装置の場合、内部電源モード方式を適用した既存のサブ
駆動部４００をそのまま使用しながら、メーン駆動部３００から駆動電圧の供給を受ける
外部電源モード方式を利用して消費電力を減少させる。外部電源モード方式を適用してい
る途中軟性フィルム５００を除去した場合、再び内部電源モード方式を選択することもで
きる。
【００３７】
　図２は本発明の一実施形態によるディスプレイ装置の制御ブロック図である。
【００３８】
　図示するように、メーン駆動部３００は、原始電圧供給部３１０、原始電圧供給部３１
０から供給された原始電圧を利用して各種駆動電圧を生成する第１駆動電圧生成部３２０
、及び生成された駆動電圧を出力する第１駆動電圧端子３４０を含む。第１駆動電圧端子
３４０はサブ駆動部４００の第２駆動電圧端子４３０と接続されている。ここで原始電圧
供給部３１０は、内部電源モードのときには、内部にある電池（不図示）からの電力電圧
が供給されてこれを各部に供給している。一方、外部電源モードの時には外部から供給さ
れた電力電圧を各部に供給している。
【００３９】
　また、メーン駆動部３００は、原始電圧をサブ駆動端子４００に出力するための第１原
始電圧端子３３０を含む。第１原始電圧端子３３０及び第１駆動電圧端子３４０は、内部
電源モードの際に第２原始電圧端子４１０及び第２駆動電圧端子４３０と接続されない。
【００４０】
　なお、図示していないが、第２駆動電圧端子４３０と接続されずに駆動電圧が出力され
る他の駆動電圧端子が存在し、生成された駆動電圧は直接メーン表示パネル１００に印加
されたり、他の電圧を生成するために用いられたりする。
【００４１】
　サブ駆動部４００は、メーン駆動部３００から原始電圧の入力を受ける第２原始電圧端
子４１０、及び第１駆動電圧端子３４０と接続されている第２駆動電圧端子４３０を含む
。第１駆動電圧部３２０から出力される駆動電圧のうちサブ駆動部４００に提供される駆
動電圧は、ゲートオン電圧、ゲートオフ電圧、複数の階調電圧を形成するための原始階調
電圧、及び原始階調電圧のバイアス電圧などを含む。したがって、互いに接続されている
第１駆動電圧端子３４０と第２駆動電圧端子４３０は、それぞれゲートオン電圧端子３４
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１、４３１、ゲートオフ電圧端子３４２、４３２、原始階調電圧端子３４３、４３３、及
び原始階調電圧のバイアス電圧３４４、４３４を含む。
【００４２】
　ここでゲートオン電圧は、表示パネルに形成されているゲート線に印加されて薄膜トラ
ンジスターをオンさせるための電圧である。そのほか、原始階調電圧は表示パネルに印加
される。階調電圧は複数の原始階調電圧から生成された電圧である。そして、原始階調電
圧は特定バイアス電圧から電圧分配を通じて形成される。原始階調電圧のバイアス電圧は
原始階調電圧を形成するための根幹となる電圧である。
【００４３】
　第２駆動電圧端子４３０は第２駆動電圧生成部４２０に接続されている。本実施形態に
よるサブ駆動部４００は、外部電源モード方式のために特別に製作されたものではなく、
既存の内部電源モード方式で駆動したチップをそのまま採用したものであるので、サブ駆
動部４００は駆動電圧を生成するための第２駆動電圧生成部４２０を含む。勿論、第２駆
動電圧生成部４２０はメーン駆動部３００から入力の受ける駆動電圧以外の駆動電圧を生
成する。
【００４４】
　スイッチング部（図示「Ｓ・Ｗ」）４４０は、第２原始電圧端子４１０と第２駆動電圧
生成部４２０との間に備えられ、第２原始電圧端子４１０から第２駆動電圧生成部４２０
に供給される原始電圧を断続する。
【００４５】
　制御部６００は、メーン表示パネル１００に映像の表示されない待機モード時、第２原
始電圧端子４１０から第２駆動電圧生成部４２０に電圧が供給されないようにスイッチン
グ部４４０を制御する。制御部６００は、待機モードに対する制御信号の入力を受ければ
、スイッチング部４４０を断続するための制御信号をスイッチング部４４０に出力する。
ここで待機モードは、たとえば、折りたたみ式携帯電話を折りたたんだときや、画面表示
を一定時間後に消灯させる場合、また、ユーザによる待機モードへの指示などである。
【００４６】
　図２の制御部６００は、サブ駆動部４００の外部に示されているが、これはスイッチン
グ部４４０を制御する制御部６００の位置を限定することではなく、制御部６００はメー
ン駆動部３００またはサブ駆動部４００のうちのいずれか一つに含まれることができ、外
部に別途に備えられても良い。
【００４７】
　図３は本発明の一実施形態による駆動装置の制御ブロック図である。
【００４８】
　本実施形態による駆動装置は、表示パネルを駆動する表示パネル用駆動装置であって、
所定の駆動電圧の提供を受ける。図３の駆動装置は、本実施形態では図２に示したサブ駆
動部４００となるものである。以下、サブ駆動部４００を一例に挙げて駆動素子について
説明する。
【００４９】
　原始電圧端子４１０は、原始電圧が入力される原始電圧入力端子４１１、入力された原
始電圧をレギュレートするレギュレータ（図示「Ｒｅｇ」）４１３、及び原始電圧をサブ
駆動部４００内の各部へ出力する原始電圧出力端子４１２に接続されている。
【００５０】
　原始電圧入力端子４１１は外部から原始電圧が供給される端子であり、外部電源モード
の場合にメーン駆動部３００の第１原始電圧端子３１０から電圧の入力を受け、内部電源
モードの場合はメーン駆動部３００ではない異なるルートから原始電圧の入力を受ける。
外部電源モードの時、メーン駆動部３００から供給される原始電圧はレギュレーティング
過程を経た原始電圧であるので、図示するレギュレータ４１３は用いない場合もある。こ
の場合、原始電圧入力端子４１１と原始電圧出力端子４１２は同一の電位を有する。
【００５１】
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　第２駆動電圧生成部４２０は、原始電圧出力端子４１２から供給された電圧を各第２駆
動電圧（つまりゲートオン電圧端４３１、ゲートオフ電圧端４３２、原始階調電圧端４３
３、及び原始階調電圧のバイアス電圧４３４）に分配し、かつ、各駆動電圧の入り、切り
を制御するための複数のスイッチ素子４２１、４２２、４２３を含む。
【００５２】
　スイッチ素子４２１、４２２、４２３は所定の制御信号によって電流を断続し、このよ
うなスイッチ素子４２１、４２２、４２３の動作によって原始電圧が増幅される。したが
って、このスイッチ素子４２１、４２２、４２３は増幅回路の一部であり、増幅素子とし
て機能するものである。スイッチ素子４２１、４２２、４２３は、原始電源出力端４１２
から直列に接続されている。スイッチ素子４２１、４２２、４２３はＭＯＳ（ｍｅｔａｌ
－ｏｘｉｄｅ　ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）トランジスターである。駆動電源を生成す
る必要がない場合、スイッチ素子４２１、４２２、４２３はターンオフされる。しかし、
スイッチ素子４２１、４２２、４２３がターンオフされても、直列に接続されているスイ
ッチ素子４２１、４２２、４２３には自然的に寄生ダイオード４２５が形成される。また
、このように直列接続されたＭＯＳトランジスターであるスイッチ素子４２１、４２２、
４２３には、寄生容量が発生する。
【００５３】
　メーン駆動部３００と電圧を共有する外部電源モードにおいて、メーン表示パネル１０
０に映像の表示されない待機モードが設定される場合、表示領域１１０に発生し得る残像
を防止するために、第１駆動電圧端子３４０のゲートオン電圧端子３４１と原始階調電圧
のバイアス電圧端子３４３は、通常、接地端子と接続される。メーン表示パネル１００が
待機モードに設定されれば、電圧を共有するサブ表示パネル２００も従属的に映像が表示
されない待機モードになる。また、メーン駆動部３００に接続されている第２駆動電圧端
子４３０のゲートオン電圧端子４３１と原始階調電圧のバイアス電圧端子４３３も接地端
子と接続され、電圧レベルが減少する。
【００５４】
　従来の場合、原始電圧端子４１０とゲートオン電圧端子４３１と原始階調電圧のバイア
ス電圧端子４３３との間に電圧差が発生し、スイッチ素子４２１、４２２、４２３による
寄生ダイオード４２５によって待機モードの際に不必要な電流が発生するという問題点が
あった。これは、消費電力を減少させるための外部電源モードの趣旨に反するので、これ
を改善するために本実施形態によるサブ駆動部４００は、待機モードの際に原始電圧が第
２駆動電圧生成部４２０に供給されることを遮断するためのスイッチング部４４０を含む
。
【００５５】
　スイッチング部４４０は、原始電圧入力端子４１１と原始電圧出力端子４１２との間に
備えられている第１スイッチ４４１、及びレギュレータ４１３と原始電圧出力端子４１２
との間に備えられている第２スイッチ４４２を含む。
【００５６】
　待機モードの場合、入力される原始電圧が原始電圧出力端子４１２に出力されないよう
に、第１スイッチ４４１と第２スイッチ４４２ともターンオフされる。つまり、原始電圧
が入力される原始電圧入力端子４１１とスイッチ素子４２１、４２２、４２３の間を切断
するので、寄生ダイオード４２５に電流が流れないようになる。スイッチング部４４０を
切断する前に原始電圧端子４１０の電流を測定した場合、検出された電流は約３．２ｍＡ
～３．５５ｍＡであったが、本実施形態による場合、スイッチング部４４０を遮断して測
定した結果、電流量は約１７μＡ～２１μＡに著しく減少した。
【００５７】
　メーン表示パネル１００に映像が表示される正常モードの場合、第１スイッチ４４１は
ターンオンされ、第２スイッチ４４２はターンオフを維持する。第１スイッチ４４１を通
じて原始電圧入力端子４１１と原始電圧出力端子４１２とが接続されれば、外部から入力
される原始電圧は原始電圧出力端子４２１に出力される。出力された原始電圧はメーン駆



(10) JP 2008-170935 A 2008.7.24

10

20

30

40

50

動部３００から提供される駆動電圧以外の駆動電圧を生成するために用いられる。
【００５８】
　図４は本実施形態によるスイッチング部の簡略回路図であって、スイッチング部４２０
は、第１スイッチ４４１と第２スイッチ４４２としてＮＭＯＳトランジスターを含む。第
１スイッチ４４１を例に挙げて説明すれば、第１スイッチ４４１は二つのトランジスター
Ｔ１、Ｔ２を含む。第１トランジスターＴ１及び第２トランジスターＴ２の入力端子は互
いに接続されており、原始電圧入力端子４１１と接続されている。また、第１トランジス
ターＴ１の出力端子は第２トランジスターＴ２の制御端子に接続されており、第２トラン
ジスターＴ２の出力端子は原始電圧出力端子４１２に接続されている。第１トランジスタ
ーＴ１の制御端子にはバイアス電圧（Ｖｂｉａｓ）が印加される。
【００５９】
　正常モードの際には第１トランジスターＴ１の制御端子にバイアス電圧（Ｖｂｉａｓ）
が印加されるので、第１トランジスターＴ１と第２トランジスターＴ２が連続的にターン
オンされ、第２トランジスターＴ２の出力端子に原始電圧が出力される。
【００６０】
　一方、待機モードに対する制御信号が入力されれば、第１スイッチ４１１がターンオフ
されるように第１トランジスターＴ１の制御端子にはバイアス電圧が印加されない。連続
的に第１トランジスターＴ１と第２トランジスターＴ２がターンオフされ、第２トランジ
スターＴ２の出力端子には何らの電圧も出力されない。スイッチング部４４０の構成は、
上述したＮＭＯＳに限定されず、公知の多様な回路構成を含むことができる。
【００６１】
　もし、本実施形態によるサブ駆動部４００が内部電源モード方式で駆動される場合、正
常な映像が表示される正常モードにおいては、第１スイッチ４４１はターンオフされ、第
２スイッチ４４２はターンオンされる。つまり、入力される原始電圧はレギュレーティン
グを経て第２駆動電圧生成部４２０に出力される。
【００６２】
　内部電源モードの場合においても、待機モードでは第１スイッチ４４１と第２スイッチ
４４２ともターンオフされ、寄生ダイオード４２５に電流が流れることを防止する。
【００６３】
　図５は本実施形態によるディスプレイ装置の制御方法を説明するための制御流れ図であ
る。これを参照してディスプレイ装置の制御方法を整理する。
【００６４】
　まず、メーン駆動部３００から生成される所定の駆動電圧がサブ駆動部４００に提供さ
れる外部電源モードを選択する（Ｓ１０）。
【００６５】
　外部電源モードのために軟性フィルム５００を利用して第１原始電圧端子３３０と第２
原始電圧端子４１０とを接続し、第１駆動電圧端子３４０を第２駆動電圧端子４３０と接
続する。
【００６６】
　メーン駆動部３００に映像の表示されない待機モードが設定されれば（Ｓ２０）、第１
駆動電圧端子３４０が接地端子と接続されるので、第２駆動電圧端子４３０も接地端子と
接続される。この時、寄生ダイオード４２５による電流を防止するために、第２原始電圧
端子４１０から第２駆動電圧端子４３０に供給される原始電圧を遮断する（Ｓ３０）。よ
り正確に説明すれば、第２原始電圧端子４１０と第２駆動電圧生成部４２０との間に備え
られているスイッチング部４４０をターンオフする（Ｓ３０）。これにより、寄生ダイオ
ード４２５を通じて流れていた電流が著しく減少し、消費電力も減少する。
【００６７】
　以上発明の実施形態を説明したが、上述した実施形態における駆動装置は、メーンとサ
ブの２つの表示パネルを有する表示装置におけるサブ駆動部に適用した例であるが、この
ほかにさらに３つ、４つなどと複数の表示パネルを備えた表示装置にも適用可能である。
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また、携帯電話以外の装置であっても適用可能である。
【００６８】
　そしてさらに本発明は、本発明が属する技術分野の通常の知識を有する当業者であれば
、本発明の原則や精神から逸脱せずに本実施形態を変形できるものであり、発明の範囲は
添付された請求項とその均等物によって決められなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の一実施形態によるディスプレイ装置の概路図である。
【図２】本発明の一実施形態によるディスプレイ装置の制御ブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態による駆動装置の制御ブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態によるスイッチング部の簡略回路図である。
【図５】本発明の一実施形態によるディスプレイ装置の制御方法を説明するための制御流
れ図である。
【符号の説明】
【００７０】
１００…メーン表示パネル、
２００…サブ表示パネル、
３００…メーン駆動部、
３１０…電圧供給端子、
３２０…第１駆動電圧生成部、
３３０…第１原始電圧端子、
３４０…第１駆動電圧端子、
４００…サブ駆動部、
４１０…第２原始電圧端子、
４２０…第２駆動電圧生成部、
４３０…第２駆動電圧端子、
４４０…スイッチング部、
５００…軟性フィルム、
６００…制御部。
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